
 看護学部 看護学科 

氏名 髙橋 泉 職名 教授 専攻分野 小児看護学 学位名 博士（看護学） 

 主要業績（著書・研究論文併せて 5点以内） 

【著書】 

1.『新版小児看護叢書４ 予後不良な子どもの看護』メヂカルフレンド社、2005年 3月（共著） 

2.『小児看護と乳幼児精神保健』金剛出版、2008年 3月（共著） 

3.『健やかな育ちを支える人々への子どもの保健』樹村房、2018年 3月（共著） 

【論文】 

1.「医療的ケアを必要とする障害がある子どもとその家族のライフストーリー」首都大学東京大学院 人

間健康科学専攻 看護科学域博士後期課程学位論文、2015年 3月（単著） 

2．「小児病棟以外での小児看護学実習に関する文献研究」『駒沢女子大学研究紀要【人間健康学部・看護

学部編】』第 2号、駒沢女子大学、2019年 12月（共著） 

 最近 5年間の業績（2018年度～2022年度） 

【論文】 

1. 「小児病棟以外での小児看護学実習に関する文献研究」『駒沢女子大学研究紀要【人間健康学部・看

護学部編】』第 2号、駒沢女子大学、2019年 12月（共著） 

2.「医療的ケア児の受け入れのための出張研修の効果と課題」『日本訪問看護財団 研究・開発事業  

令和元年度日本訪問看護財団調査研究報告書』2021年ホームページ掲載（共著） 

【学会発表】 

1.神奈川県における看護師養成機関教員の勤務実態調査（第 2報）」第 19回+神奈川県看護教育フォーラ

ム、2019年 3月、神奈川県（共同） 

2．「点滴刺入部の固定法における強度の比較」日本小児看護学会第 29 回学術集会、2019 年 8 月、北海

道（共同） 

3．「小児病棟・外来看護の一元化にともない病棟看護師に生じた退院指導に対する変化」日本小児看護

学会第 29回学術集会、2019年 8月、北海道（共同） 

4．「医療的ケア児に関するシンポジウム参加者の連携への意識～実施後アンケートより～」第 9 回日本

小児在宅医療支援研究会、2019年 9月、埼玉（共同） 

5.「点滴固定法の違いによる強度と所要時間の比較」日本小児看護学会第 30回学術集会、2020年 9月、

オンライン開催（共同） 

6.「医療的ケア児の受け入れのための出張研修の効果と課題」第 10 回日本小児在宅医療支援研究会、

2021年 9月、ハイブリット開催（共同） 

7.「点滴固定中の幼児の行動特性」日本小児看護学会第 31回学術集会、2022年 7月、福岡（共同） 

【社会活動】 

1.重い障害のある子の卒後を考える会主催のレスパイトのボランティア：2004年～現在 

2.日本小児看護学会 評議員：2013年～2020年 



3.関東学院大学看護学研究科修士課程 非常勤講師「母子看護学特論Ⅱ」：2017年～現在 

4.スペシャルニーズのある子どもたちの未来を考える会 TOUCHにて研究会の企画・運営：2017年～現在 

5.平成 30年度相模原市重症心身障害児医療的ケア児等看護研修事業公開シンポジウム講師：2018年 

6.日本小児看護学会 第 29回学術集会 座長 ：2019年 

7. 一般社団法人日本私立看護系大学協議会 研究助成事業選考委員：2019年 

8. 令和 3年度全国重症心身障害児者施設職員研修会「看護師コース」 講師:「医療的ケア児とその家族

の在宅生活で求められている支援とは？」：2021年 

9. 小児プライマリケア認定看護師教育課程 「医療的ケア児への看護」講師：「在宅で使用する医療機

器と子どもと家族の生活」：2021年～2022年 

10. 市民社会創造ファンド:タケダ・ウエルビーイング・プログラム アドバイザー：2021年～現在 

 


